
町

毘

税

一
期
分
の

納
期
で
ナ
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、
町

i
a
J
H
E
R
t
i
5
E
5
2
2
E
E
E
E
2
2
2
E
5
5
E
E
E
E
Z
E
E
E
E
E
5
E
E
E
S
E
g
-
-同

住
所
は
正

L
く

登

録

孟

毘

露

討

著

書

す

。

①

防

犯

に

油

断

大

敵

!

賦

は

川

d

一噛
4

・J
瀦
綴
鶏
胤
印
刷
蛸
如
組
合
の
協
力
@
防
犯
に
資
任
制
を
と
り
ま
少
し
の
す
き
に
入
り
ま
す
。
刷
、

伎
所

hz
移

動

し

た

と

き

一

川

を

得

4
1
町
内
全
絞
に
一
一
風
し
よ
う
。
録
を
か
け
た
り
、
下
だ
け
注
意
し
て
、
ご
階
自
刷

世

帯

主

が

鑓

更

し

た

と

き

而

り

、

養

護

犯

宣

伝

を

突

戸

締

り

た

ず

る

責

任

を

家

庭

窓

か

ら

室

に

入

ら

れ

た

例

川

}

河

リ

一
山
総
し
ま
し
た
T

説
明
可
県
警
察
本
内
で
分
盤
L
、
寝
る
前
に
主
主
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
一
間
一

T
摘
切
一

必

ず

十

四

日

以

内

に

お

届

け

下

浅

い

両

部

足

、

各

書

「

防

犯

十

必

ず

点

検

す

る

習

慣

を

つ

け

震

に

創

意

と

ヱ

雪

!

忠

正

措

一

住
民
登
録
は
皆
様
の
手
で
育
て
て
下
浅
い

ul
一

プ

舎

を

流

出

雲

監

ま

し

ょ

う

。

に

一

回

請

が

よ

ろ

な

撃

山

一

円

一

智

一

f
E
t
1
t
1
2
t
3
t
f
t
t
F
E
3
t
E
}
t
i
t

一
酬
を
剣
し
て
い
ま
す
白
で
、
左
@
不
揮
者
の
立
川
出
り
に
注
裁
か
け
方
は
駄
目
‘
犯
人
は
h
h
u

明
ι

同
持
均
一

一
川
に
御
紹
介
し
ま
す
。
何
と
い
し
ま
し
ょ
う
。

l
m人
は
侵
つ
も
新
ら
ん
い
手
口
官
邸
狗
笠
間
一
同
珂
一

一

一

我

孫

子

町

土

地

改

良

区

而

っ

て

も

明

朗

な

宮

建

設

に

入

し

よ

う

と

す

る

家

を

前

も

し

て

ま

す

0

1

一
民
一

参

議

院

議

員

選

暴

(

七

月

八

日

)

一

束

我

晶

子

区

誕

生

一

総

代

選

挙

(

七

月

一

日

)

一

…

防

犯

日

十

ヶ

条

油

製

摘

工

夫

主

回

今

か

ら

用

意

、

…
E
Zる
に
に
;
止
一
一
関
昨
日
一
昨
閥
的
一
一
一
一
一
…
叫
ん
…
即
時
一
戸
川
一
肥
料
開
約
一
円
引
い
耕
一
一
一
一
一
一
札
一
日
間

;

川

。

:

選

手

J
名
簿
に
由
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
J
ま
せ
ん

G

M

一

日

冶

刊

号

パ

訂

旦

い

臨

時

間

は

い

謀

説

校

、

及

び

湖

北

支

防

で

行

は

れ

一

…

ド

信

を

持

っ

て

防

犯

に

つ

羽

詰

日

1
V
Zつ
鍛

わ

が

官

じ

が

む

一

致

し

ま

し

ょ

う

隊
一

O
こ
が
選
挙
に
捜
索
す
る

r
一
層
を
も
っ
て
い
て
例
年
令
弘
同
一
方
々
を
さ
ぞ
っ
て
お
出
か
け
に
一
営
住
宅
一
帯
を
包
含
し
て
、
一
谷
正
治
氏
白
も
と
発
見
し
ま
し
ま
す
か
ら
士
人
の
葉
山
総
も
一
川
と
め
ま
し
ょ
う
。
!
現
在
県
け
ま
し
ょ
う
。
は
紹

5
4っ
け
ず
、
大
盃
山
一

4
一
は
、
去
年
目
月
時
日
現
在
で
作
三
十
歳
以
去
昭
和

u
t月
一
号
、
慎
重
に
候
補
者
自
重
一
面
喜
子
区
」
を
編
成
し
た
一
だ
よ
っ
て
七
月
一
日
そ
の
総
な
〈
襲
警
さ
い
。
一
川
下
に
は
百
平
均
六
十
言
語
整
不
便
な
場
所
は
、
急
襲
へ
宮
る
こ
と
。
川
一

I
l
l
1
1
1

一
っ
た
基
本
議
挙
人
名
鑑
・
及
び
一
四
日
以
前
生
れ
V

に
な
っ
て
お
一
や
人
格
な
ど
吃
判
断
し
て
自
分
一
七
六
世
情
、
七
挺
よ
り
な
り
、
一
代
品
挙
を
行
ふ
こ
と
に
決
定
し
時
胤
は
一
般
選
挙
と
巣
っ
て
一
川
の
犯
罪
が
発
生

L
τ
ま

す

カ

1
4ア
y
そ
白
他
白
方
法
で
説
且
川
町
防
犯
心
得
十
ケ
条
川
一
つ

I
l
-
-
J

一
去
る
4
月
間
日
現
在
で
作
っ
た
一
ら
れ
る
方
と
川
円
前
回
四
選
挙
で
一
由
主
宅
、
立
派
な
人
を
選
挙
一
初
代
区
長
は
出
罫
武
峨
氏
と
一
ま
し
た
が
、
利
根
川
市
山
富
筑
摩
朝
山
七
時
か
ら
午
後
二
時
ま
で
一
川
が
、
各
人
の
注
意
で
こ
れ
を
屋
内
が
見
え
な
い
よ
う
に
し
で
す
。
川
一
一
人
事
室
月
廿
百
附

一
補
充
選
挙
人
名
世
間
‘
或
は
こ
申
↑
資
格
は
あ
っ
℃
も
各
倍
加
に
白
つ
一
す
る
よ
う
努
め
て
ド
さ
い
。
一
決
定
一
を
覧
践
す
る
に
は
組
合
員
二
回
で
す
か
ら
、
お
間
違
い
な
〈
、
一
川
少
な
く
す
る
こ
と
が
で
き
ま
ま
し
ょ
う
。
刷
工

lili--E

H
一
た
・
ひ
新
し
く
作
る
補
充
選
挙
人
一
て
い
な
か
っ
た
方
で
す
。
↑
選
ぷ
心
に
真
心
こ
め
て
一

i
l
l
l
i
-
-

十

i

l

i

l

i

-

-

別
苦

Z
E
E
-
2
5
2
3
5
2
2・E
=
i
5
E
E
E
-
-
E
i
i
;
;
;
i
i
王
一

仙
均
一
名
措
置
白
い
づ
れ
か
に
の
っ
て
い
一
@
上
認
の
こ
と
が
ら
に
あ
て
は
一
@
地
方
区
黒
用
紙
一

|
I
l
l
i
-
-

一
①
中
毒
す
る
と
、
語
、
め
1
一
号
十
一
分
団
門
十
一
区
ノ
て
一
L
、
自
動
車
ポ
Y
プ
を
溜
民
し
一
ら
、
そ
こ
を
捕
へ
て
殺
す
の
で
一
命
雲
習

一
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
一

2
4
6
5
5ら
お

一

@

童

話

用

紙

一

危

険

け

配

討

議

官

け

一

紅

吋

三

号

十

四

区

一

言

五

月

十

六

日

よ

り

発

足

し

一

日

明

「

お

刊

誌

一

命

庶

務

議

品

時

過

一

。

部

接

待

登

録

一

引

哀

れ

刊

誌

誌

は

一

o設
計

、

B
i
l
l
-
-

日

立

坊

主

一

l
J
J川
ト
|
|
|
一
W
M
M
W諸
問

裏

山

一

命

品

評

議

蕗

エ

何

時

間

ち

錯

誤

一

諮

問

同

お

続

可

官

一

は

に

ベ

つ

(

に

芸

し

て

一

パ

ラ

チ

オ

ン

剤

を

撒

布

日

一

し

た

時

は

そ

の

部

分

を

章

一

一

松

毛

市

出

を

で

き

な

い

こ

と

が

必

要

ぞ

一

書

記

主

主

一
本
選
挙
人
名
章
、
去
る

4
1
2隠
で

も

若

手

。

一

お

間

違

日

訪

れ

現

日

一

水

稲

棋

虫

防

除

初

ま

る

一

州

知

訪

日

時

計

一

一

品

三

一

一

一

方

制

上

村

人

川

町

る

以

時

一

時

間

組

問

団

一
日
塁
手
っ
た
補
完
選
挙
一

0

名

古

ま

s品
目

一

員

い

い

た

し

ま

す

。

一

六

且

十

五

日

よ

り

三

十

日

記

一

@

六

日

早

官

官

、

七

月

十

一

、

空

濃

い

ま

叉

は

れ

一

一

品

治

し

ま

し

ょ

う

一

一

虫

に

な

り

一

雪

し

叩

凶

之

任

喜

ー
人
名
銭
に
の
っ
て
い
な
い
、
選
一

?
?
Zで
一

@

蓄

は

不

喜

一

の

留

中

、

富

徐

組

合

で

突

一

日

頃

ま

で

は

、

子

供

高

対

一

Y
E欽
ま

せ

て

、

買

の

中

一

一

、

一

一

一

ら

七

月

に

か

け

て

撃

を

き

一

謀

議

書

品
開
一
挙
悩
有
資
警
の
た
め
に
作
る
一

0
こ

白

書

内

に

議

に

お

い

一

よ

く

調

2
4ベ
耳

目

時

、

高

等

主

示

致

L
;同
騎
に
遊
び
ぷ
付
か
せ
な
一
に
あ
る
も
白
を
吐
き
出
さ
せ
一
去
に
も
議
さ
れ
て
い
る
百
雲
」
と
培
え
て
お
り
、
唯
一
荒
し
、
雪
作
り
、
，
二
十
日
後
一
躍
戸
口
昭

J
も

の

で

す

か

ら

、

ま

己

と

が

一

で

下

さ

い

。

一

O
選
挙
は
古
く
て
新
し
い
も
の
一
ま
よ
、
パ
ラ
チ
オ
Y
官

級

一

。

一

て

、

安

静

に

し

て

医

師

喜

一

よ

う

に

、

吉

田

幼

虫

に

た

い

一

宮

被

害

金

宣

告

す

一

に

蛾

こ

、

~

る

一

年

同

の

経

過

一

命

喜

謙

譲

一語諮問山一日同旦
0

4

刊
訂
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協
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一
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一
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鶴
議
統
計
調
査

ド
御
協
力
下
さ
い

青
年
問
中
経
に
入
り
ま
し
ょ
う

j
i
-
-
j
J
e
ノ

t
J
'

J
Y
跨
ぶ
し
て
役
場

?
Z
L
引
其
者
カ
ξ
/
れ
ご

λ
理
[
て
と

氏択し同地
υ
トH
同
色
々
考
削
%
を
い
第
十

A
h
機

後

一

説

古

川

糊

伎

は

一

部

執

し

も

f
J
j
F
L
泊

以

誌

と

し

諭

a
z
~
b阿
南
A

ぶ
〓
撃

プ

ハ

、

一

一

一

、

一

一

一

、

盟

主

雲

ん

斡

誌

を

詰

さ

れ

た

荷

量

日

計

十

必

ず

け

が

い

と

E
E建
議
土
議
!

出
品
名
設
計
三
川
品
川
日
刊
誌

11LNYV長
約
二
位
割
以
刊
誌
日
炉
心
町
内
壁
;
ド
バ
河
川
れ
れ
ど
山
口
待
品
説
明
組
問
一
日
当
u
u
u

ド

ガ
長

fftび
こ
ん
口
、
…

JZ雪
上

に

言

語

宮

ゐ

言

語

2
言

京

ん

に

霊

的

山

霊

え

を

附

け

た

ら

主

ι
Zま
じ

め

記

主

語

通

り

J

げ
い
ま
す

護
学
芸
青
少
司
令
に
と
っ
て

l

t

供
す
る
も
の
判
、
:
そ
の
よ
レ
純
一
れ
、
そ
的
後
日
総
山
市
の
相
側
Ad
内

定

率

と

存

じ

土

す

。

ふ

人

中

荒

川

小

ね

の

小

川

公

定

自

い
円
分
な
絡
泌
が
綴
ぜ
ら
れ
な
ん
v

ま

は

策

特

抗

NZM州
き
も
丹
念
忘
る
岳
山
広
へ
的
い
は
だ
刊
明
、
ー
な
い
の
ぞ

よ

ま

今
U
H
r
h
及

ん

を

い

ま

す

、

帥

ぬ

る

に

品

川

岬

滋

に

発

殴

し

た

垣

則

繍

幽

川

市

-
M
T
勾
と
な
り
、
人
に
絞
っ
て

-W

協
吋
増
光
社
今
後
丹
波
し
い
制
酬
は
i

の
税
関
都
議
の
均
ん
口
は
附
町
内
鳴
に
一
時
ぷ
附
吋
か
れ
も
日
間
一
で
な
い
こ
と

M

M

O

P

グ

M

H

q

e

M

グ

同

ぽ

え

れ

ば

い

社

内

恥

れ

れ

れ

品

川

同

区

一

…
rm側
一
軒
以
幻
ぶ
鉱
山
崎
日
本
脳
炎
予
防
接
極

凶
行
口
一
U
H
h
k
い

制

問

れ

れ

γ
川
崎
れ
い
江
川
日
付
訪
問
M
U
M
J
…
山
山
立
す
す
ん
で
L
U

申
込
み
下
さ
い

詩
的
棋
の

M
g士
総
出
場
し
ず
μ

小

く

.

君

、

土

守

こ

は

町

タ

ね

と

い

い

、

に

べ

も

効

状

の

よ

う

可

品

色

。

§
A
J

喜
j
t
f
j
i
r
少
し
l
j
し
と

t
y
二

主

主

日

本

脳

M

え
の
ゆ
偽
行
矧
山
淀
川
問
え
札
口
で
」
い
仕
の

工
兵
い
ら
れ
よ
旬
、
バ
一
品
肘
v
D
j
d
f
f
h
の

;
~
r
i
I刀
臼
ミ
年
も
多
発
の
'
必
然
が
丸
町
、
れ
濯
考
古
持
つ

引
に
令
し
て
抽
出
dmpaM掛
川
っ
品
川
一
一
い
し
れ
山
川
一
日
沼
…
一
引
制
泌
さ
は
主
主
泌
を
口
市
め
て
陶
芸
仙
川
ヨ

e

ぬ
る
の
が
峰
何
万
あ
る

y
a
i
i
f
e
s
イ

Z
1ぷ
la

ま
す
が
‘
附
叫
に
法
一
戸
阿
部
後
山
閉
山
口
分
さ
h
H
F

ゐ
を
£
も
や
倒
F

ト
ぷ
が
あ
ふ
一
段
山
す
品
問
。
え
は
係
長
と
ザ

r'心
刀
ぷ
川
氏
品
も
さ
ゐ
」
ふ
な
州
問
な
達
同
誌
め
下
に
内
向
な
附
吋
府
以
内
山
口
も
一
名
発
生
し
て
お
り
J
a
w

す
か
ら
、

計
ら
恰
叫
ん
と
い
炉
終
局
別
行
人
さ
は
一
山
川
運
行
引
絞
る
の
で
為
っ
て
、
す
。
つ
清
一
読
し
て
は
時
阿
部
隊
泌
さ
い
e

義
諸
般
に
必
は
る
人
法
で
あ
↑
滅
的
抑
隊
一
え
は
ぱ
っ
討
の
持
つ
紋
付
そ
の
す
が

る
。
抑
的
し
之
れ
は
は
γ
急
の
獄
後
一
的
綴
舗
は
弓
俊
民
訴
凡
刊
の
よ
か
ワ
タ
チ
げ
J

を
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介
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叫
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近
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